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議
案
塾
二
十
六
･
号

三
助
町
交
通
安
全
対
常
会
讃
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
ゎ
､
三
朝
町
交
通
安
全
対
発
会
議
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､
地
方
自
治

法
(
紹
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
欝
一
塩
の
規
定
に
よ
り
､
至
議
会
の
議

決
を
求
め
る
｡

′

昭
和
四
十
六
年
三
月
十
五
日

三

顧

町

長

　

　

坂

　

　

出

　

　

灘

　

　

巳
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笥
窯
六
芸
B
:
笑
B
席
尊
可
決
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三
朝
町
盛
会
轟
長
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田
禎
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三
朝
町
交
通
安
全
対
発
会
鋲
条
例

(
投
思
)

空
集
　
交
通
安
全
対
策
基
本
華
(
昭
粛
四
十
五
年
法
律
第
計
十
増
)
第
十
八
乗
竺
項
の
規
定
に

基
づ
き
､
三
朝
町
交
通
安
全
対
策
会
議
(
以
下
｢
会
議
｣
と
い
う
O
)
を
疲
置
す
る
｡
ー

(
所
掌
事
務
)

第
二
粂
'
会
議
は
､
次
の
各
号
綻
抱
け
る
事
務
を
つ
か
溝
ど
る
0

-
三
朝
町
交
通
安
全
計
画
を
作
成
し
､
及
び
そ
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
｡

〓
　
前
号
に
抱
げ
る
も
の
の
■
ほ
か
'
町
の
区
磯
に
か
け
る
陸
上
交
通
の
安
全
に
聖
呈
総
合
的
葱

祐
乗
の
企
画
に
熊
L
t
審
議
し
'
及
び
そ
ゐ
施
米
の
実
施
を
拾
進
す
る
と
と
･

(
会
長
及
び
委
員
)

一

▲

第
三
桑
　
会
藩
誓
会
長
及
び
雪
月
を
も
ク
で
親
政
す
る
･

2
　
会
長
枚
､
町
長
を
も
っ
て
充
て
る
o

与
･
会
長
は
'
会
務
を
総
理
す
る
｡

4
　
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
聖
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
警
貝
が
そ
の
盛
務
を
代
理
す
る
.

t
L
'
雪
見
は
'
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
･



一
撃
の
餓
係
地
方
行
政
機
蘭
の
廟
員
の
う
ち
か
ら
町
草
.
が
任
や
す
る
老

〓
　
鳥
取
県
の
部
内
の
教
員
の
う
ち
か
ら
町
長
が
任
や
す
る
者

三
　
鳥
取
県
啓
鋲
の
替
察
官
の
う
ち
か
ら
町
長
が
住
商
す
る
童
　
〔

四
/
部
内
の
磯
貝
の
う
ち
か
ち
町
長
が
指
■
名
す
る
者

五
　
教
育
委
員
会
の
教
育
長

`
前
項
第
三
,
､
聖
毒
､
撃
二
号
及
び
第
四
号
の
委
員
の
定
数
虻
､
そ
れ
ぞ
れ
一
人
､
r
<
,

7
人
及
び
四
人
七
す
る
｡

7
　
委
員
は
､
_
非
常
勤
と
す
る
O

(
議
翠
等
)
　
L

第
四
条
　
前
各
条
に
定
め
る
も
の
の
棺
か
､
会
議
の
講
事
そ
の
他
会
議
の
遠
常
に
的
し
必
要
な
事
項

は
､
会
長
が
会
議
に
は
か
つ
て
定
め
る
o

附

　

　

則

と
の
条
例
は
'
昭
和
g
l
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
0

お


